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令和７年度 事 業 報 告 書 

 

 当財団は、自動車のナンバープレートの活用等を通じ、交通の利便性及び安

全性の向上等に関する事業、まちづくり、観光等に関する事業及び社会福祉、

教育、文化、体育、国際交流、環境の保全等の増進を目的とする事業に対する

支援を行うとともに、これらの事業の振興を図り、公共の福祉の増進に資する

ことを目的とした事業に取り組んでいる。本年度は、以下のとおり事業を実施

した。 

 

 

Ⅰ．会議の開催 

１．評議員会 

（１）定時評議員会 

         開 催 日 令和７年６月１２日 

         開催場所 ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター  

         決議事項 １）令和６年度計算書類（案）の承認について 

          ２）役員の選任について 

         報告事項 令和６年度事業報告書について  

 

（２）臨時評議員会（決議の省略）  

     決議があったとみなされる日  令和７年１０月２７日  

     決議事項 評議員の選任について  

 

２．理事会 

   （１）第１回理事会 

         開 催 日 令和７年５月２６日 

         開催場所 ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター  

         決議事項 １）令和６年度事業報告書（案）の承認について 

２）令和６年度計算書類（案）の承認について 

３）役員候補者の推薦について  

                   ４）定時評議員会の開催について  

         報告事項 職務執行状況の報告について  

 

（２）第２回理事会 

         開 催 日 令和７年６月１２日 

         開催場所 ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター  

         決議事項 代表理事（理事長）及び常務理事の選定について 

 

（３）第３回理事会 

         開 催 日 令和８年３月３０日 

         開催場所 ＴＫＰ東京駅カンファレンスセンター 
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         決議事項 １）令和８年度事業計画書（案）の承認について 

２）令和８年度収支予算書（案）の承認について 

         報告事項 職務執行状況の報告について  

 

 

Ⅱ．事業実施状況  

 １．寄付金の募集及び管理 

 

当財団が行う支援事業や図柄入りナンバープレートに関する調査、研究、 

広報及び啓発などの事業などに充てるため、以下の寄付金を募集・管理し  

た。 

①  安全・安心で楽しいお出かけを通じて日本を元気にする取組みに対

する支援事業への寄付金 

②  大阪・関西万博の開催に関連した交通サービスの充実等に対する支

援事業への寄付金 

③ GREEN ☓ EXPO 2027 の開催に関連した交通サービスの充実等に対す

る支援事業への寄付金  

④ 図柄ナンバープレート（地方版）が導入されている地域における交

通改善・観光振興などに資する取組みの支援事業への寄付金  

⑤ その他当財団の目的を達成するために必要な事業への寄付金 

 

 

２．図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業に対する助成事業の

実施 

 

令和７年度の図柄ナンバープレート（地方版）の寄付金活用事業に対す

る助成事業を実施するため、令和７年５月２８日付けで令和７年度の助成

予算額を７３地域の地方自治体に通知を行い、助成事業の公募を令和７年

７月１日から７月３１日までの間で実施した。 

この公募には、２２地域（苫小牧地域、盛岡地域、秋田県地域、つくば

地域、栃木県地域、群馬県地域、越谷地域、成田地域、船橋地域、松戸地

域、東京都地域、葛飾地域、新潟地域、岡崎地域、四日市地域、伊勢志摩

地域、滋賀地域、徳島地域、香川地域、熊本地域、大分地域及び沖縄県地

域）から３１事業についての交付申請があり、１０月２１日に開催された

第１１回助成対象者選考委員会において、申請どおり助成金の交付決定が

行われたため、交付決定を受けた事業者に対し、理事長名による助成金の

交付決定の通知を行った。  
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３．大阪・関西万博の開催に関連した交通サービスの充実等に対する助成事

業の実施 

 

大阪・関西万博の開催に関連した交通サービスの充実等に対する支援事

業に係る助成事業に関し、令和６年１０月２１日付けで交付決定を通知し

た公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会が実施する２事業のうち、

「２０２５年日本国際博覧会万博交通アクセス広報チラシ及びポスター印

刷及び配送業務委託」については、令和７年６月２３日付けで実績報告に

基づく額の確定を行い、助成金の支払いを完了した。  

また、「２０２５年日本国際博覧会道路交通マネジメント検討及び効果

検証等業務」については、寄付金の払い込み状況等を勘案した結果、交付

決定時の助成予算額総額が変更されたことに伴い、令和７年１０月２１日

に開催された第１１回助成対象者選考委員会において、助成金の交付決定

額の変更が決定されたことから、同協会に対し、同日付けで理事長名によ

る助成金の交付決定の変更を通知し、さらなる支援の拡充を図ることとし

た。 

その後、同協会より、助成対象事業の内容の変更に係る変更等承認申請

がなされたことから、関係規程に基づき、助成対象者選考委員会の意見を

聴取した上で、令和７年１２月２３日付けで同事業に係る助成金の交付決

定等の変更等承認通知を行った。  

 

 

４．GREEN ☓ EXPO 2027 の開催に関連した交通サービスの充実等に対する支

援事業の検討 

 

GREEN ☓ EXPO 2027 の開催に関連した交通サービスの充実等に対する支

援事業に係る助成事業の実施方法や助成対象等について、国土交通省及び

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会等との調整を実施した。  

 

 

Ⅲ．運営体制の充実を図るための取り組み  

当財団は、当財団が行う支援事業や図柄入りナンバープレートに関する調

査、研究、広報及び啓発などの事業に充てるために必要な寄付金の募集・管

理を行っている。 

具体的には、上記Ⅱ．に記載されている支援事業等を実施するため、寄付

金の管理及び助成金の支出を実施している。  

こうした寄付金の管理及び支援事業に対する助成金の支出を適正かつ確実

に実施するため、以下の取り組みを行った。  
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〇 当財団が行う日々の寄付金の管理、経理処理や毎年度の計算書類等の適

正性について、外部の公認会計士と契約し、確認を行うとともに、毎年度

の決算等について、外部監事による監査を実施している。  

 〇 支援事業に係る助成金の支出については、当財団の助成対象者選考委員

会規程に基づき設置された専門的知見を有する第三者からなる助成対象

者選考員会において、公平、公正に審議のうえ、助成対象となる事業及び

事業者の選定を行っており、当該委員会での審議結果を踏まえ、適切に実

施している。 

  

 

 

 

 

附 属 明 細 書 

 

 事業報告については、重要事項について補足して説明する事項はない。 


